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  この子らに誰が食べ物を与えるのか（中国四川省） （撮影：辻本壽） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作物と人の知恵 
辻本 壽（鳥取大学農学部） 
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作物と人の知恵 

辻本壽（鳥取大学農学部） 

 

 

ゲノムが解読されれば人の全てが分かる！ － ヒトゲノム解読プロジェク

トの是非が議論になっていた 1980 年代の半ば、ある学会でこのように強調され

た高名な研究者の言葉を今も鮮明に覚えている。大学院生だった私は、「ゲノム

解読で人の脳の中にある情報が分かるものか！」と心の中で反論した。今では、

この研究者は「人」ではなく「ヒト」と言っていたのだろうと納得している。

生物としてのヒト(Homo sapiens)の形態、発生、生理は、解読されたゲノム情

報で解明できるかもしれない。しかし、ヒトが脳の中や書き物として蓄えてい

る知恵は、DNA を読んでもわからない。これは、コンピュータのハードウェアと

ソフトウェアの関係に似ている。 

ヒトではない生物ではどうだろうか。高等植物ではシロイヌナズナという野

生植物のゲノムが最初に解読された。実験生物として注目されるまで、人はこ

の植物と何ら関わりをもたなかったので、ゲノム情報からシロイヌナズナのす

べてを理解できると考えてよく、物質レベルでの植物の理解、つまり植物科学

が進んでいる。では、イネではどうだろうか。イネもゲノム配列が解読された

が、いくら詳しく調べても、このゲノム情報から、稲の栽培法、米の調理法、

収穫の儀式や祭を読み取ることはできない。これらは人の知恵の中に記されて

おり、単にゲノム情報だけでイネ・稲・米を完全に理解することはできず、こ

の点がシロイヌナズナにおける植物科学とは異なる部分である。 

コンピュータを買い換える度に、これまでのデータをハードディスクに移し

替えなければならない。人も世代を経る度に学習によって知恵を伝えていかな

ければならない。しかし、人の集団がもっている多様な知恵のかたまり（つま

り文化）の伝承には相当数の人が関わらなければならず、これがなければ文化

は消失する。文化の消失は、十分な人口がいる日本においても、過疎地の限界

集落で生じている。さらに、世界を見渡せば、戦争や災害によって、さらに大

規模に文化の消失が進んでいる。 

現在の農業は世界経済の中で動いている。いかに効率よく穀物を作り、流通

させ、販売するか。このためには、いかに水や肥料を与え、機械を使って、多

くを生産するかが重要な課題である。品種もこの栽培法に合わせ、穂が大きく

ても倒れない背の低いものが選ばれてきた。広大な農地に少数の品種しか栽培

されなくなり、多様性を失っている。これに対し、昔の畑には実に様々な遺伝

子をもつ植物が混ざっていた。 

 

 

 



 

 

私はこれまで、ムギ類の多様性を調

べるために中国やその周縁に位置す

る国々を訪問した。都市に近い開けた

土地には、改良されたコムギやオオム

ギ品種が栽培されており、その畑の様

子はとても均一で、日本や欧米で見慣

れたものである。しかし、奥地の村に

行くと、伝統的な在来品種が栽培され、 

しかも、一枚の畑の中に、いろいろな

形をしたムギが混ざり、不揃いで、美

しくない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コムギに近縁の野生植物を見つけて喜んでいる筆者。

（タジキスタン）

大学で品種改良の方法論を教える者として、このような雑多なムギの集団から、

良いものを選抜すれば、均一できれいな畑になるだろうと感じる。しかし、そ

のようにして多様性をなくする事が本当に正しいのだろうかと考え込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年、タジキスタンのムギ類の品種

を調査した。ソ連時代に栽培を強制さ

れていた改良品種を放棄し、伝統的な

在来品種に復古させている農民を

処々で見かけた。昔の状態に戻したと

自慢した老人の畑は、パンコムギだけ

でなくリベットコムギなど様々なコ

ムギが混ざり決して見栄えの良い畑

ではなかった。しかし、老人は、ここ

でとれたコムギから作るパンの味は

最高だという。また、混ざっているこ

とが悪天候の年にも全滅を避け、最低

 
昔の品種を自慢する農民。隣は同行したロシアの研究者。 

（タジキスタン） 

限の生産を保証するのだという。多様性の力を経験的に感じ取っているような

言葉であった。 

複雑なものは理解しにくいし、多様なものより単純なものの方が扱いやすい。

短期的には効率が良くても長期的には大きい問題を引き起こすような事象を人

はこれまでに何度も経験してきたはずである。グローバルスタンダードのかけ

声の下、過度に効率を求める競争社会の中にいる今、進歩しているように見え

て、実は文化を失い退化の方向に進みつつあるのではなかろうか。２１世紀の

後半、世界人口は１００億人に迫ると予想されているが、地球環境問題を考慮

しながら、これらの人々にどのようにして食料を供給すればよいのだろうか。

地球を消耗品とする農業をこれからも続けて良いのだろうか。 

 

 



 

 本年度より、佐藤プロジェクト「農

業が環境を破壊するとき－ユーラシ

ア農耕史と環境」のムギ農耕班のリー

ダーになりました。専門はコムギの遺

伝学と育種学（品種改良の科学）であ

り、野生植物の染色体を導入してコム

ギの変異を拡大し、従来にないタイプ

の系統を作り食糧問題の解決に貢献

したいと思っています。鳥取大学が進

める「乾燥地科学拠点の世界展開」と

いう課題のグローバルＣＯＥプログ

ラムのメンバーで、農業と地球環境と

の関係についていろいろと考えてい

ます。どうぞよろしくお願いします。 

岩塩が露出した崖。このような場所にも生息する野生植物がある。

（タジキスタン）

 

 

 

 

 

 


